








要旨:小児の慢性心疾患、膠原病、先天性代謝異常に対する早期診断、早期治療の進歩に

より、これらに罹患した小児か長期生存する機会が増加している。しかしながら、これら

の小児は何らかのハンディキャップを持ちながら、生活せざるをえない状態にある。そこ

で、これらの小児の日常生活におけるクオリティ・オブ・ライフを高め、安心して生活で

きるよう、具体的な療育指導に関する研究を行った。


